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東京いいとこ自転車散歩ホームページ ＵＲＬ：http://www.hi-ho.ne.jp/t-kitagawa/

ＴＣＡの合言葉 ①自転車で風を追いかけよう②健康と友情の輪をひろげよう③道と自然と文化に親しもう 
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            7月４日（金）～６日（日） 

【その２ 続き】                    ＴＣＡ会員：中田 修二 

「ＴＣＡ一泊ラン伊豆大島」に参加して 

翌日は打って変って雨。雨の中を本館まで自転車で走り朝食。雨をついて三原山に登る

べきかどうかで意見が分れた。そうこうする内に、ＭＴＢガイドツアーご一行は雨支度を

して三原山目指して走り去った。我々も古藤田さんの登りたいとの意見を尊重し、結局８

人が走ることになり、４人がサポートカーに、他の５人は別行動で見物と言うことで行動

を開始した。 

三原山山頂バス停までは当然のことながらずゥーときつい登り。「ヒルクライムとか、

登山とかが好きな人でなければ、雨の中、自転車で山登りなど考えもしないだろうなぁ」

と当り前のことを考えながら、よいしょこらしょと自転車を漕いだ。平和な時代に日本に

生まれて、美しい大島の自然の中を自転車で走っている。そう実感すると、生きているこ

とに感謝の気持が湧いてきて、厳しい登りにも耐えることができた。麓から三原山温泉辺

りまでが標高差約400ｍで一番厳しく、三原山温泉入口から御神火茶屋までの標高差は約

100ｍでそれ程でもなかった。途中に新火口展望台があり、案内図で見る限り大変すばら

しい景色が想像できたが、今日は雨と一面の濃い霧でどこを見ても真白い世界だった。車

や自転車で登れるのはここまでで、ここからは徒歩のみ許されている。雨脚が益々激しく

なって、下りの急激な冷え込みが懸念されたので、土産物屋をひやかしただけで、早々に

帰路についた。 

豪快な下りが始った。360度どこを見ても真白い景色の雨の中苦労して登った路を、強

い雨脚と、路面の水と、ブレーキ（スピード）の三位一体を図りながら快適に飛ばした。

幸い全員事故も無く御神火温泉に着くことができた。びしょびしょに濡れて冷えた身体を

温泉の温かさが快く包み込み、日本の美しい自然をしみじみと堪能した、生まれて初めて

の大島でした。（合掌） 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

■「神宮外苑でインストラクターの協力要請」 
神宮外苑サイクリングコースでの指導のボランティアを募集しております。 

外苑サイクリングセンター03-3405-8753か福島さん047-364-5203に連絡してください。 

 
 

【7月末現在 会員数 282名】 
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 日  時： ２００３年１０月１２日(日) ＊雨天決行 ８時～９時 受付 

 会  場： 荒川河川敷サイクリングロード 
   スタート／ゴール 大島小松川公園自由の広場 

  都営新宿線・東大島駅小松川口=東側 より３分 

 内  容： (1)ハーフ   ：８０km（40kmのコースを往復）制限時間５時間 

  (2)クォーターＡ：４０km（20kmのコースを往復）制限時間３時間 

  (3)クォーターＢ：４０km（40kmのコースで片道）制限時間３時間 

 参 加 費    ： 一 般 3,000円   JCA賛助会員 2,000円 

 参 加 者    ： １６歳以上で、自らの力でコースを走行できる方。 

  ただし、18歳未満は保護者の承認を得て下さい。 

 定  員： 100名 

 申込方法： (1) 参加費を下記の口座（事務局口座）に振替で払い込み 

   郵便振替：口座番号 00100－9－190048    東京サイクリング協会 

   銀行振込：三井住友銀行銀座支店 普通 7401968 東京サイクリング協会 

     (2) その後申込用紙に必要事項を記入して下記に郵送して下さい。 

   〒104－0061 東京都中央区銀座 ７－１５－１１ 

        東京サイクリング協会 東京ハーフセンチュリー実行委員会 

 締  切：２００３年９月３０日 必着 

 注意事項：コース図・ゼッケン等は主催者が準備しますが、自転車・修理用具・携帯 

  の食料・飲料等は参加者が持参して下さい。特に車検は行ないませんが、 

  自転車(前照灯、前後ブレーキ、警音器等を装着)の整備は各自が責任を 

  持って行って下さい。 

  走行中の事故については参加者個人の責任で処理して下さい。他人を巻き 

  込んで事故が起きた場合は、当事者間で処理を行って下さい。 

  荒天等で中止の場合でも参加費の払い戻しは行ないません。 

 そ の 他    ：ハーフセンチュリーとは、センチュリーラン(100マイル＝160km)を模して 

  その半分のサイズで行なうもので、決められたコースを各自のペースで走 

  ります。 

  スタート・ゴールの他コース上の主要地点にサポートポイントを置き、 

  スタート時刻を指定し所用時間を記録しますが、競走でも集団走行でも 

  ありません。基本的には単独走です。公道を使用しますから、交通規則は 

  遵守して下さい。 

切り取り線 

東京ハーフセンチュリー参加申込書 

  平成１５年  月  日 

区別：ハーフ(80km)，クォーター(40km) Ａ(往復），Ｂ(片道）（いずれかを○で囲む） 

氏名             性別   生年月日        年齢   才※ 

住所 〒                     電 話         

ＪＣＡ会員番号                 携帯電話         

   ※保護者承認           印  


